
令和８年度支部事業計画案及び
支部保険者機能強化予算案について
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達成状況：達成〇 達成困難△ 未達成×

令和８年度KPI及び令和７年度上期KPI進捗状況
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項目

令和8年度KPI 令和7年度KPI
令和7年度上期進捗
（R7.9末時点）

令和6年度KPI

（重要業績評価
指標）

（重要業績評価
指標）

実績 達成状況 実績 達成状況

基
盤
的
保
険
者
機
能

1 サービススタンダード達成状況 100% 100% 100% 〇 100% 〇

2 サービススタンダード平均所要日数 ７日以内維持 ７日以内維持 7日以内維持 〇

3 現金給付等申請に係る窓口受付率（R6までは郵送化率） 対前年度以下 対前年度以下
（令和6年度：5.5％）

5.4% 〇

4 協会のレセプト点検の査定率 対前年度以上 対前年度以上 0.119% 〇 0.078% ×

5 協会の再審査レセプト１件当たり査定額 対前年度以上 対前年度以上 12,484円 〇 9,565円 ×

6 返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く）の回収率 対前年度以上 対前年度以上 44.81% △ 68.41% ×

戦
略
的
保
険
者
機
能

1 生活習慣病予防健診受診率 59.6％以上 58.7％以上 26.3% △ 54.8% ×

2 事業者健診データ取得率 16.3％以上 16.3％以上 3.4% △ 12.3% ×

3 被扶養者特定健診受診率 36.5％以上 36.0％以上 18.1% △ 32.4% ×

4 被保険者特定保健指導実施率 27.2％以上 27.2％以上 26.0% △ 20.3% ×

5 被扶養者特定保健指導実施率 26.8％以上 26.7％以上 21.4% △ 18.3% ×

6 健診受診月から10か月以内医療機関受診率 対前年度以上 対前年度以上 37.5%
（※1）

〇 35.0%

7 健康宣言事業所数 
1,900事業所

以上
1,450事業所

以上
1,601事業所 〇 1,353事業所 〇

8 ジェネリック医薬品使用割合（数量ベース） 対前年度末以上 対前年度末以上 86.7％
（※2）

〇 86.3％ 〇

廃止
バイオシミラー使用促進事業について、医療機関や関係機関
への働きかけを実施 実施

R8.1～2月に

実施予定
－

9 SNS（LINE公式アカウント）の運用、毎月の情報発信 実施 実施 実施 〇

10
健康保険委員カバー率
健康保険委員委嘱事業所数

58.0% 57.4% 57.46% 〇 56.85% 〇
対前年度以上 対前年度以上 2,585事業所 〇 2,463事業所 〇

組織運
営体制

1 一者応札案件割合 15％以下 15％以下 0% 〇 18.1% ×

※1：令和6年４～10月健診受診者のうち受診勧奨基準値該当者について、令和7年9月受付のレセプトまで確認し、集計したもの
※2：令和7年7月診療分



令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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令和8年度奈良支部事業計画（案）
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奈良支部の令和８年度保険者機能強化予算の予算枠

〇 医療費適正化等予算 → ９，９５１，０００円 （令和７年度：９，９５１，０００円）

〇 保健事業予算  → ３１，６７７，０００円 （令和７年度：３１，６７７，０００円）

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算8億円を、全支部一律に定額部分600万円を設定した上で、残りを加入者数で按分・
加算し、効率化分（３％)を差し引いた額。
なお、特別枠基準額として、別途2,460,000円の予算が設定されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算40億円を、40歳以上の加入者数で按分し、効率化分（３％）を差し引いた額。
なお、特別枠基準額として、別途7,830,000円の予算が設定されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。

令和8年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

課題認識の共有に基づく令和８年度支部事業計画・予算の策定

〇  令和５年度から、支部事業計画 ・ 予算の策定について、 支部でエビデンスに基づく事業
 実施ができるよう、「現状評価 ・ 課題 ・ 重点施策」 の策定から始まるスケジュールとして、

   見直しが行われた。

〇  加えて、 支部での取組が一層促進されるよう 、 令和５年度の支部予算より、特別枠が
 創設された。

令和８年度の支部事業計画・予算の策定についても、同様となる。
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課題 区分 概要

1 ジェネリック医薬品の
使用促進

・直近の令和7年4月診療分のジェネリック医薬品使用割合は86.6%となったが、全国平均89.6％を下回
り、全国順位は46位となっている。

・金額ベースでの使用割合についても、令和7年3月診療分で60.6%と全国最下位（47位）となっている。

・依然として、メーカー不祥事等における供給問題等への不信感が関係機関や一部医療機関の阻害要因と
なっている。

・令和7年2月診療分において、バイオシミラー（バイオ後続品）に80％以上置き換わった成分数は、17成
分のうち5成分で、29.4％であり、協会全体の目標値である60％を下回っている。

2 健診関係

健診

・令和6年度の生活習慣病予防健診実施率は52.8％であり、過去最高の実施率となったが、KPI
（56.3％）には届かず全国平均を下回っており、全国42位（令和5年度：全国40位）に位置している。

・事業者健診データ取得率については、令和5年度から0.7％増加し、13.0％となった（全国4位）。

・被扶養者の特定健診実施率については、令和5年度から1.0％増加し、33.4％となった（全国7位）

特定保健
指導

・健診機関による健診当日の特定保健指導の実施件数は増加しているものの、令和6年度の実施率は令
和5年度から1.2％減少し、19.1％となった（全国30位）。

・被扶養者の特定保健指導については、健診機関と連携した無料集団健診当日の特定保健指導の推進
により、令和5年度から1.1％減少し、19.4％となった（全国16位）。

現状評価の概要について
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課題 区分 概要

3 医療費適
正化とコラボ
ヘルスの推進

医療費の状況

・加入者一人当たり医療費について、総額では若干全国平均を上回り、診療種類別では入院診療が全国
平均を上回り、入院外診療が全国平均並み、歯科診療が全国平均を下回っている。
※令和6年度全国比
・入院（104.9%）・入院外（109.4%）・歯科（97.6%）・薬局調剤（80.9％）

・全国平均を1とした場合の時間外受診の地域差指数が、令和6年度は初診で1.379、再診で1.51であ
り、全国平均よりも時間外受診が多い。

健康経営
優良法人

・健康経営優良法人認定は、2023年認定から申請料が有料化されたものの、認定事業所数は着実に増
加している。
2024認定（令和6年3月発表）188法人 → 2025認定（令和7年3月発表）218法人

「ご家族の健診
プロジェクト」

・令和6年度「ご家族の健診プロジェクト」参加事業所の特定健診受診率は36.4％と奈良支部全体の
33.4％を上回っている。

4 メンタルヘルス対策の推進

・令和6年10月の傷病手当金の年齢階級別件数の構成割合は50～54歳代が全国比113%となってお
り、働き世代における35～44歳においても全国平均を上回っている。

・傷病別件数割合でみると、「精神及び行動の障害」が39.15%と最も高く、全体の3分の1以上を占めて
いる。

5 睡眠対策

・令和6年度の健診結果において、睡眠で休養がとれていない者の割合が全国平均を大きく上回っている。
（男性46​​​​​​位、女性46位）

・令和2年度以降割合が微増傾向にあり、また男女ともに数年間連続して下位に低迷している。

・睡眠休養不良は、認知症、メンタルヘルス不調を含め様々な疾病の原因の１つとなり得るため対策が必要
である。

6 食事習慣対策

・令和6年度スコアリングレポートでは、「人と比較して食べる速度が速い者」、「毎日間食をしている者」の割
合が全国平均よりも高く、「就寝2時間前に夕食をとっている者」と「朝食を週3回以上抜いている者」を合わ
せた４項目中2項目以上該当する者の割合は、男性36.2％（37位）、女性30.2％（36位）と全国
平均を上回っている。なお、「人と比較して食べる速度が速い」、「毎日間食をしている」の２項目については、
睡眠休養不良とともに、奈良県保険者協議会においても取り組むべき課題として挙がっている。
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課題 令和８年度の重要施策（案）

1
ジェネリック医薬品
の使用促進

・医療機関（薬局）ごとのジェネリック医薬品使用状況を把握できる「見える化ツール」を提供し、医療機関・薬局へジェ
ネリック医薬品への切替え促進を行う。

・年齢階層が上がるほどマイナス影響度が高い（特に40歳代以上）ため、メディアを活用のうえ年齢層を限定した効果
的な広報を行う。

・バイオ医薬品の使用数量・状況等を踏まえつつ、訪問先医療機関を選定し、全国や奈良県内のバイオシミラー使用状
況等に関する情報提供を行うとともに、各医療機関でのバイオシミラー導入に向けた課題共有や意見交換を通じた働き
かけを行う。

2

生活習慣病予防
健診受診率の向
上

・令和8年度からの人間ドックの実施、生活習慣病予防健診の項目追加や単価の見直し等を踏まえ、委託機関の拡大
に向けて医療機関と交渉を行う。

・健診機関と連携の上、健診機関から事業所に対し、訪問や電話等による受診勧奨を行う。

・健診未受診者及び事業所に対し、「生活習慣病予防健診のメリット」や「健診の受診義務」について、分かりやすく訴求
したダイレクトメールを送付する。

・新規適用事業所に対する健診の受診勧奨を行う。

3

医療費適正化と
コラボヘルスの推
進

・WEB広告により、上手な医療のかかり方の普及啓発を実施する。

・奈良県医師会との連携強化事業である「ご家族の健診プロジェクト『かかりつけ医×特定健診』」について、連携協定を
締結した自治体・商工会とも連携のうえ推進するほか、上手な医療のかかり方等の普及啓発を連携して実施する。

・県内自治体及び商工会等との連携協定締結等による普及促進活動強化やセミナー・新聞・テレビ等の広報によるコラ
ボヘルスに関する啓発を実施する。

・特定保健指導が未実施または実施率が低い事業所に対し、職員、保健師による訪問事業を実施する。

4
メンタルヘルス対
策の推進

・奈良産業保健総合支援センターによる広報誌への記事連載等、連携の充実を図るとともに、健康宣言事業所等に対
し、オンライン形式も含めたメンタルヘルス対策の健康講座を実施する。

5 睡眠対策
・健診時に睡眠休養不良と回答した者に対し、睡眠啓発に関するダイレクトメールを送付する。

・WEB広告により、睡眠啓発を行う。

６ 食事習慣対策
・奈良支部加入者の課題である「食べる速度」、「間食頻度」、また、令和6年度に実施した特定保健指導対象者減少
要因分析の結果を踏まえ、メタボリックシンドローム改善に有効な項目である「飲酒量」、「朝食習慣」等に着目しつつ、食
事習慣の改善に向けたWEB広告を行う。

現状評価 に対する課題 ・ 重点施策（案）
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令和8年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

35

項目 令和7年度予算 令和8年度予算 備考

①ジェネリック医薬品に関する周知用封筒作成 ６０ ６０ 継続

②ジェネリック医薬品使用促進を目的としたセミナー等の開催 ２７ － 廃止

企画部門経費 ８７ ６０

①定期広報誌「協会けんぽなら健康だより」の発行 １，０３０ １，７０６ 継続

②インセンティブ制度の周知（リーフレット等の作成） ６０５ ６１２ 継続

③奈良支部特設ページ「ヘルシカの森」保守管理業務 ー １９８ 新規

④地元紙への広告・記事掲載 １，２６５ － ⑥に統合

⑤奈良支部の各事業に係る普及啓発 ９９０ － ⑥に統合

⑥地元媒体を活用した支部事業推進広報 － ２，９６３ 継続

⑦「上手な医療のかかり方」に係る普及啓発 ２，３７６ ２，３７１ 継続

⑧ジェネリック医薬品普及促進に向けた各種メディア広告 ２，０９０ ２，０４１ 継続

⑨「県民だより」によるなら支部事業の周知 １，３５３ － 廃止

⑩申請書記入誤り減少に特化したチラシの作成 １２９ － 廃止

広報・意見発信経費 9，８３８ 9，８９１

医療費適正化等予算枠 ９，９５１千円 9，９５１ 9，９５１

（単位：千円）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。

＜令和8年度医療費適正化等予算＞



令和8年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

（単位：千円）

項目 令和7年度予算 令和8年度予算 備考

企画部門経費 ①支部内分析結果に基づいた「食事および睡眠」課題改善対

策事業（旧：分析結果に基づく睡眠習慣改善アプローチ）
５，０６６ ７，０２３ 新規

特別枠基準額 ２，４６０千円 ５，０６６ ７，０２３

＜令和8年度医療費適正化等予算（特別枠）＞
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（単位：千円）＜令和８年度保健事業予算＞

項目 令和７年度予算 令和８年度予算 備考

①健診実施機関実地指導旅費 ５０ ６５ 継続

②事業者健診委任状取得費（健診機関） ４４ ４４ 継続

③事業者健診データ作成等経費（事業主） ２７０ ３８５ 継続

④事業者健診結果データ取得に係る外部委託 ５，８１２ ５，９１６ 継続

⑤協会主催の集団健診（被扶養者） ５，２０７ ６，３４４ 継続

⑥生活習慣病予防健診等未受診者等に対する受診勧奨 １，１００ １，２２８ 継続

⑦健診受診勧奨等の印刷物作成 １，３１６ １，０９６ 継続

健診経費 １３，７９９ １５，０７８

①特定保健指導中間評価時の血液検査費 １，１５５ － 廃止

②保健指導用等雑費 ７５２ ７０５ 継続

③特定保健指導対象者・事業主への利用勧奨 － － 休止

保健指導経費 １，９０７ ７０５

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。



項目 令和７年度予算 令和８年度予算 備考

①生活習慣病予防健診実施機関における受診勧奨（レッドカード事業） １，９８０ １，９８０ 継続

②健診結果に基づいた未治療者に対する受診勧奨 ２，７０１ ２，７０１ 継続

③糖尿病性腎症重症化予防事業 ４，５１０ ４，５１０ 継続

重症化予防経費 ９，１９１ ９，１９１

①「職場まるごと健康宣言」の実施 ２，２１５ １，４１０ 継続

②コラボヘルスのための健康講座 ３，３００ ４，０８１ 継続

③健康経営の普及を目的としたセミナーの開催 ５４９ ３８６ 継続

④田原本町「健康経営優良事業所表彰＆健康経営セミナー」 － １２２ ③から分離

⑤上牧町「健康経営セミナー」 － １１０ ③から分離

コラボヘルス事業経費 ６，０６４ ６，１０９

①奈良市・奈良市医師会と連携したロコモティブシンドローム・脂質異常症予防 ５５０ ５５０ 継続

②保健事業実施計画アドバイザー経費 １６６ ４４ 継続

その他の経費 ７１６ ５９４

保健事業予算 ３１，６７７千円 ３１，６７７ ３１，６７７

＜令和8年度保健事業予算＞ （単位：千円）

令和8年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。
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